
第
４
回
県
連
執
行
委

員
会
（
４
／
11
）
で
、
、

第
34
回
部
落
解
放
・
人

権
西
日
本
夏
期
講
座
を

来
年
７
月
に
山
口
市
で

開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
松

岡
広
昭
・
県
連
執
行
委

員
長
と
友
永
健
三
・
部

落
解
放
・
人
権
研
究
所

所
長
が
５
月
14
日
午
後
、

西
村
亘
副
知
事
、
吉
田

正
治
・
山
口
市
副
市
長
、

関
係
団
体
を
訪
問
し
、

西
日
本
夏
期
講
座
山
口

大
会
の
成
功
に
向
け
た

支
援
と
協
力
を
要
請
し

た
。西

村
副
知
事
は
「
職

員
の
人
権
研
修
の
絶
好

の
機
会
と
し
て
位
置
づ

け
」
「
夏
期
講
座
成
功

に
向
け
て
万
全
の
協
力

を
し
た
い
」
と
要
請
を

受
諾
し
た
。

西
日
本
夏
期
講
座
は

第
12
回
大
会
が
１
９
８

７
年
に
山
口
県
で
開
催

さ
れ
て
以
来
、
22
年
ぶ

り
と
な
る
。
部
落
差
別

の
撤
廃
と
人
権
の
確
立

を
目
指
す
多
く
の
人
々

４
０
０
０
人
が
県
内
外

か
ら
参
加
す
る
。

前
回
の
山
口
大
会
で

は
、
夏
期
講
座
開
催
に

あ
た
り
山
口
同
宗
連
が

結
成
さ
れ
た
。

来
年
の
夏
期
講
座
成

功
に
向
け
て
、
県
連
と

し
て
も
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
動
き
始
め
て
い
く
。

衆
議
院
山
口
２
区
補

欠
選
挙
が
４
月
27
日
に

お
こ
な
わ
れ
、
民
主
党
・

平
岡
秀
夫
さ
ん
が
大
差

を
つ
け
て
当
選
し

た
。今

回
の
選
挙
は

福
田
政
権
に
な
り

最
初
の
国
政
選
挙

と
な
り
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
た
。

山
口
県
連
は
平

岡
秀
夫
候
補
を
組

織
推
薦
し
て
応
援

し
て
き
た
。
平
岡

候
補
は
06
年
の
衆

議
院
法
務
委
員
会

で
も
「
人
権
擁
護

法
案
」
に
つ
い
て
政
府

の
見
解
を
た
だ
す
な
ど
、

こ
の
間
、
部
落
解
放
・

人
権
政
策
確
立
に
向
け

て
も
真
摯
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

ま
た
、
民
主
党
の
中

で
も
護
憲
派
で
「
リ
ベ

ラ
ル
の
会
」
の
中
心
人

物
で
も
あ
る
。
今
後
も

部
落
解
放
・
人
権
確
立

に
向
け
て
議
員
活
動
を

お
こ
な
っ
て
も
ら
う
議

員
と
し
て
、
県
連
と
し

て
積
極
的
に
応
援
し
て

い
く
。

部
落
解
放
第
53
回
全

国
女
性
集
会
が
５
月
17
、

18
日
、
三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
30
都
府
県
連
１
３

３
６
人
が
結
集
し
、
山

口
県
連
の
各
支
部
か
ら

も
参
加
し
学
習
と
交
流

を
深
め
た
。

初
日
全
体
会
で
は
川

際
み
さ
こ
（
三
重
県
連
）

さ
ん
が
力
強
く
『
水
平

社
宣
言
』
を
朗
読
し
、

解
放
歌
合
唱
の
中
、
荊

冠
旗
入
場
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

主
催
者
・
地
元
歓
迎
・

来
賓
挨
拶
の
後
、
経
過

報
告
、
基
調
提
案
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
の
闘
い

の
成
果
と
課
題
を
確
認

し
た
。
続
い
て
「
部
落

解
放
運
動
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
、
松
岡

徹
・
中
央
書
記
長
に
よ

る
記
念
講
演
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

松
岡
書
記
長
は
、
運

動
を
と
り
ま
く
情
勢
と

し
て
、
特
措
法
後
の
行

政
の
後
退
を
「
部
落
だ

け
を
素
通
り
し
て
い
く

差
別
行
政
」
で
あ
る
と

強
く
指
摘
。
ま
た
、
部

落
解
放
と
は
「
部
落
を

隠
す
こ
と
で
は
な
く
、

部
落
を
明
ら
か
に
し
て

も
差
別
さ
れ
な
い
社
会
」

と
再
確
認
し
た
。

そ
し
て
解
放
運
動
の

現
状
を
「
戦
後
最
大
の

危
機
」
で
あ
る
と
し
て
、

「
水
平
社
精
神
の
危
機
」

と
「
部
落
民
の
危
機
」

と
は
何
か
を
提
起
し
た
。

ま
た
、
水
平
社
精
神

と
は
部
落
民
の
命
と
生

活
を
守
る
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

２
日
目
は
解
放
運
動

入
門
、
狭
山
闘
争
、
差

別
事
件
の
実
態
、
識
字

活
動
な
ど
８
つ
の
分
科

会
で
、
実
践
報
告
や
講

演
な
ど
学
習
・
交
流
を

深
め
た
。
（
２
面
）

（１） 第２５号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年５月２６日

○差別事件の糾弾闘争を強化

○全ての学校で同和教育実践を！
○全自治体で同和行政を！

来
年
の
７
月
に
西
日
本
夏
期
講
座
を
山
口
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

22
年
ぶ
り
の
山
口
大
会
開
催
に
向
け
て
、
松
岡
県
連
委
員
長
、
友
永
・
研
究

所
所
長
が
副
知
事
、
山
口
市
副
市
長
や
関
係
団
体
へ
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
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平
岡
候
補
の
当
選
を
祝
う
支
援
者

西村副知事に夏期講座の要請依頼する松岡委員長

副市長に夏期講座の支援と協力を求めた

記念講演で「戦後最大の危機」を団結して

乗り越えようと訴える、松岡徹書記長


